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教
育
同
盟
は
毎
秋
、
学

校
代
表
者
協
議
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議

会
は
各
加
盟
法
人
・
学
校

の
代
表
者
向
け
の
研
修
会

と
い
う
位
置
づ
け
で
、
学

校
運
営
を
経
営
と
教
学
の

両
面
か
ら
具
体
的
に
考
え

ま
す
。
講
演
や
討
議
を
通

じ
、
経
営
・
教
学
に
責
任

を
持
つ
方
々
が
情
報
を
共

有
し
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
新
し
い
方
向
性
を
見
出

す
た
め
の
会
議
で
す
。

　
今
年
の
第
67
回
学
校
代

表
者
協
議
会
は
11
月
７
日

（
金
）
17
時
～
19
時
45

分
、
８
日
（
土
）
９
時
30

分
～
16
時
50
分
の
２
日

間
、
青
山
学
院
（
東
京
都

渋
谷
区
）
の
ガ
ウ
チ
ャ
ー

記
念
礼
拝
堂
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
「
新
た
な
時
代
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使

命
と
連
帯
―
い
の
ち
の
輝

き
と
平
和
を
求
め
て
―
」

を
主
題
と
し
て
、
３
つ
の

学
校
法
人
（
日
本
聾
話
学

校
〈
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
学

園
〉、
広
島
女
学
院
、
青

山
学
院
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
み
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
い
た
後
、
講
演
内

容
を
基
に
各
法
人
を
代
表

す
る
方
々
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
「
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
の
時
間

を
設
定
し
ま
す
。
本
年
５

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
学
院

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ほ
か
様
々

な
施
設
を
、
学

生
の
案
内
で
視

察
す
る
予
定
で

す
。

　
申
込
み
は
グ

ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
ズ
か
ら
。
郵

送
さ
れ
た
開
催

要
項
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
、
ま
た
は

教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ

（「
教
職
員
の

方
へ
」
→
「
同

盟
事
務
局
」
→
「
学
校
代

表
者
協
議
会
」）
内
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
よ
り
お
入
り
く
だ
さ

い
。
申
込
締
切
は
10
月
15

日
（
水
）
で
す
。

　

�

　

〔
会
場
校
紹
介
〕

青
山
学
院

　
米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督

教
会
が
日
本
に
派
遣
し
た

宣
教
師
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
３
つ
の
学
校
（
女
子

小
学
校
、
耕
教
学
舎
、
美

會
神
学
校
）
が
変
遷
を
経

た
の
ち
に
発
展
的
に
合
同

し
て
成
立
し
た
。

　
１
９
４
９
年
に
大
学
、

１
９
５
０
年
に
女
子
短
期

大
学
を
設
立
（
短
期
大
学

は
２
０
２
２
年
閉
学
。）。

１
９
４
６
年
初
等
部
、
１

９
４
７
年
中
等
部
、
１
９

５
０
年
高
等
部
、
１
９
６

１
年
に
幼
稚
園
を
設
立

し
、
現
在
の
総
合
学
園
が

形
成
さ
れ
た
。

　
昨
年
11
月
16
日
に
学
院

創
立
１
５
０
周
年
記
念
式

典
を
開
催
。

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります

10／23㈭～24㈮　第67回中高研究集会
� （関西学院高等部）
11／７㈮～８㈯　第67回学校代表者協議会
� （青山学院）
11／22㈯　　　　キリスト教学校教育懇談会
　　　　　　　　第23回講演会（オンライン）
11／24 　　　第11回キリスト教看護教育
　　　　　　　　推進会議
� （三育学院大学看護学部）

2025年
１／16㈮～17㈯　第68回小学校代表者研修会
� （西南学院小学校）
６／５㈮～６㈯　第114回定時総会
� （沖縄キリスト教学院）

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校

連
合
会
と
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
は
、
２
０
０

４
年
に
共
同
の
営
み
と
し

て
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
懇
談
会
」
の
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
同
会
主
催
で

毎
年
、
両
加
盟
学
校
の
教

職
員
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育

関
係
者
を
対
象
と
し
た
講

演
会
を
開
催
し
て
お
り
、

今
年
で
第
23
回
を
迎
え
ま

し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と
キ

リ
ス
ト
教
（
主
義
）
学
校

が
共
に
教
育
に
励
み
、
教

育
に
お
け
る
連
帯
を
目
的

に
、
そ
の
枠
組
み
を
超
え

て
教
職
員
が
集
ま
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
テ
ー
マ
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

目
指
す
も
の
、
大
切
に
す

べ
き
も
の
を
取
り
上
げ
て

学
び
合
い
、
交
流
す
る
機

会
と
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
講
演
会
は
11
月

22
日
（
土
）
13
時
～
16
時

30
分
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
体
の
テ
ー

マ
は
「
イ
エ
ス
に
出
会
う

キ
リ
ス
ト
教
学
校
～
愛
・

ゆ
る
し
・
信
頼
～
」
で

す
。
建
学
の
精
神
・
ゆ
る

し
・
聖
書
の
み
言
葉
・
愛

の
思
い
に
建
て
ら
れ
た
学

校
に
勤
め
て
い
る
教
職
員

が
一
つ
に
な
っ
て
、
イ
エ

ス
の
精
神
を
共
有
・
体
現

し
、
子
ど
も
た
ち
が
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
豊
か
さ
の

中
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
、
こ
の
テ
ー
マ
と
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
の
実
践
に
基
づ
く
２

つ
の
講
演
を
聴
い
た
後
、

グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち
合

い
・
討
議
を
行
い
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
等
は
加
盟
学
校

法
人
お
よ
び
各
設
置
校
宛

に
９
月
に
送
付
済
み
で

す
。
チ
ラ
シ
は
同
盟
Ｈ
Ｐ

の
お
知
ら
せ
欄
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
チ
ラ
シ
に
あ

る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、
ま
た
は
右
記
の
Ｑ
Ｒ

聖
学
院

　
小
池
茂
子
氏
が
６
月
30

日
付
け
で
理
事
長
を
退

任
、
７
月
１
日
付
け
で
田

村
綾
子
氏
が
後
任
に
就
任

　キリスト教学校は「ミッション・スクール」と総称さ
れることがあります。同盟加盟の学校の多くが、創立の
初めにミッション・ボード（キリスト教海外伝道局）か
ら宣教師が派遣され、資金的援助を受けて始まったこと
に由来すると思われます。
　学校法人折尾愛真学園は一人の日本人クリスチャンが
他の団体から援助を受けずに私財を投じて始めたキリス
ト教学校であることから「ミッション・スクールならざ
るミッション・スクール」と創立者増田孝は語っていま
した。そのことは「自主独立の精神を養う」という建学
の精神につながるものでもあります。軍国主義が色濃い
90年前の1935年、キリスト教教育の困難な時代にあえて
「若者を聖書に基づくキリスト教教育によって育てた
い」との召命（calling））を与えられ「キリスト教に基
づく人格教育を行う」ことを使命（mission）とする学
校を創立しました。「人間にとって、使命（mission）
を発見して、その使命に生きるということは、何よりも
大切なことであり、私たちにはそれぞれ使命があり、私
たちを創られた神の存在を信じることが、その使命を見
出す前提条件となる」「学校においても同様で、その学
校独自の使命によって起こってきたのが私学であり、特
にキリスト教学校においては、その使命感はcalling

（召命）とも呼ばれるべきものであり、キリスト教学校
の根本精神なのである。」と創立者は語りました。
　キリスト教学校は創立者の教育への志と神の召命があ
って始まった学校であり、現在キリスト教学校で働く者
が、創立者の志（Vision）を、どう受け継いでいくか
が問われているように思われます。折尾愛真学園の創立
精神を簡潔に言い表すと「右手に聖書（Bible）、左手
に職業（Vocation）」と言うことが出来ます。職業を
Vocationと言い表すのは「天職」や「召命」という意
味でもあります。聖書には、働くことは神によって定め
られた役割であり、人間が生きるということは、何らか
の仕事をすること、つまり広い意味で働くことと不可分
である、という考えがあります。（創世記２章）
　「この世の職業や仕事場は『献身の場』であって、働
くことは、神の創造と摂理の業に人が参与すること」だ
と宗教改革者カルヴァンは言いました。それは「労働を
通して隣人愛の実践」を行い、「神の栄光のために働
く」ことを目指すということであります。キリスト教学
校で働く意味を見いだすという課題の解決の手がかりの
一つとなるものではないでしょうか。
� 〈折尾愛真学園副理事長、教育同盟理事〉

増田  賜
たもう

隣人愛の隣人愛の
実践の場としての実践の場としての
キリスト教学校キリスト教学校

キリスト教学校教育懇談会 第 23 回講演会  

イエスに出会うキリスト教学校
～愛 ・ ゆるし ・ 信頼～ 

2025 年 11 月 22 日（土）13 時～ 16 時 30 分
Zoom によるオンライン開催 参加費無料

【講演Ⅰ】 「キリスト教学校でのイエスとの出会い」

酒井 俊弘氏 （大阪高松大司教区 補佐司教）

【講演Ⅱ】 「キリスト教学校の教師と生徒との歩き方
～エマオ途上のキリストから学ぶ～」

（ルカ 24：13 ～ 27）

大嶋 重徳氏 （鳩ケ谷福音自由教会 牧師）

＜時程＞ 

13 : 00～13 : 10  開会挨拶 開会祈祷 
13 : 10～14 : 10  講演Ⅰ 
14 : 15～15 : 15  講演Ⅱ 
15 : 15～15 : 25  休憩 
15 : 25～16 : 15  グループ分かち合い 

（オンライン 分科会） 
16 : 15～16 : 30  閉会挨拶 閉会祈祷 

＜申込み＞ 

定 員 :  先着 100 名 
対 象 :  加盟校教職員、 

キリスト教教育関係者 
申込方法： 

参加をご希望の方は下の QR コードまたは
URL から申し込みフォームに入り、必要事項
を入力してください。講演会 3 日前 までに  
事務局より当日のZoom情報を送信します。 

申込締切は 11 月 7 日(金)です。 
 

URL : https://forms.gle/4KVVerV1eUC5S8Fx8 

主催：キリスト教学校教育懇談会 
（キリスト教学校教育同盟 ・ 日本カトリック学校連合会）

お 問 合 せ：日 本 カ ト リ ッ ク 学 校 連 合 会
E-mail：rengoukai@catholicschools.jp

会
場
の
ガ
ウ
チ
ャ
ー
記
念
礼
拝
堂
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回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

（
学
）青
山
学
院
で
開
催
さ
れ
ま
す

（
学
）青
山
学
院
で
開
催
さ
れ
ま
す

11
月
7
日（
金
）

�
 

8
日（
土
）

イエスに出会うキリスト教学校
～愛・ゆるし・信頼～

11月22日（土）13時～（オンライン開催）

キリスト教学校教育懇談会 第23回講演会

申込みはこちらから

参
加
無
料

《講演Ⅰ》
キリスト教学校での
� イエスとの出会い
カトリック大阪高松大司教区 補佐司教

酒井　俊弘 氏

《講演Ⅱ》
キリスト教学校の
� 教師と生徒の歩き方
～エマオ途上のキリストから学ぶ～

（ルカによる福音書24章13～27節）

鳩ケ谷福音自由教会 牧師

大嶋　重徳 氏

申込み締切は
11／７（金） です

11／24（月･休）　三育学院大学看護学部
　同盟加盟15校の看護教育機関に勤務す
る教職員が、この会議を契機にキリスト
教学校の看護教育についての考え方を交
換し、新たな知見を共有する機会とする
ことができればと願います。（申し込みは
右のＱＲコード→教育同盟ＨＰから）

第11回キリスト教看護教育推進会議� 申込締切 10/30（木） コ
ー
ド
か
ら
申
込
み
フ
ォ

ー
ム
に
入
り
、
必
要
事
項

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。



（2）（月刊）（第三種郵便物認可） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （７８７号）2025年１０月15日（水）
　
今
年
は
総
勢
40
名
の
参

加
者
を
与
え
ら
れ
、
全
国

聖
書
科
研
究
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
・

白
老
町
の
ウ
ポ
ポ
イ
（
民

族
共
生
象
徴
空
間
）
を
訪

ね
る
構
想
は
数
年
前
か
ら

温
め
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
担
当
地
区
の
宮
城
学

院
・
大
久
保
直
樹
全
国
委

員
、
現
地
委
員
と
し
て
加

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
北
星

学
園
女
子
中
学
高
等
学
校

・
小
西
陽
祐
先
生
の
ご
尽

力
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
出

会
い
と
深
い
課
題
を
与
え

ら
れ
た
２
泊
３
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
初
日
は
三
浦
忠
雄
先
生

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
留

萌
宮
園
伝
道
所
牧
師
）
か

ら
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史

と
キ
リ
ス
ト
教　
現
在
の

わ
た
し
た
ち
の
課
題
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
初
め
に
読
ま

れ
た
ラ
ン
ド
・
ア
ク
ノ
リ

ッ
ジ
メ
ン
ト
の
冒
頭
に
は

「
わ
た
し
た
ち
が
集
っ
て

い
る
こ
こ
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ

の
大
地
、
森
と
川
と
海
、

そ
し
て
光
と
風
と
水
の
伝

統
的
所
有
者
は
ア
イ
ヌ
民

族
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
い
た
し
ま
す
。」
と

あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
が

今
ど
こ
に
い
る
の
か
、
今

ま
で
ど
こ
に
い
た
と
思
っ

て
い
た
の
か
、
無
知
と
実

存
を
問
わ
れ
る
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
ア
イ
ヌ
の
原

田
公
久
枝
さ
ん
（
ル
イ
カ

　
イ
タ
ク
代
表
）
か
ら

「
ア
イ
ヌ
と
し
て
生
き

て
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
ア
イ
ヌ

が
ア
イ
ヌ
ら
し
く
生
き
ら

れ
な
か
っ
た
１
２
５
年
」

を
背
負
い
な
が
ら
、
今
も

な
お
背
負
わ
さ
れ
て
い
る

差
別
が
あ
る
こ
と
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
バ
ス
や
ス

ー
パ
ー
で
の
耳
を
疑
う
よ

う
な
露
骨
な
差
別
、
他
人

事
で
済
ま
す
こ
と
が
で

き
な
い
人
間
の
罪
と
直

面
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で

し
た
。
そ
の
後
、
白
老

町
の
ウ
ポ
ポ
イ
へ
移

動
、
国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
を
含
む
施
設
を

見
学
し
、
原
田
さ
ん
の

言
葉
を
反
芻
し
な
が
ら

思
い
思
い
の
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
カ
ン
ト
オ
ロ
ワ

　
ヤ
ク
サ
ク
ノ　
ア
ラ
ン

ケ
プ　
シ
ネ
ッ
プ　
カ　

イ
サ
ム
」（
天
か
ら
役
割

な
し
に
降
ろ
さ
れ
た
も
の

は
一
つ
も
な
い
）
こ
の
ア

イ
ヌ
の
諺
は
今
も
心
に
響

き
続
け
て
い
ま
す
。

　
３
日
目
は
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
講
演
を
受

け
て
の
課
題
や
各
校
の
課

題
を
共
有
し
、
祈
り
つ

つ
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ

の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
集
会
に
は
他
教

科
や
カ
ト
リ
ッ
ク
校
か
ら

の
参
加
者
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
も
、
感
謝
で
し
た
。

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

奮
闘
し
て
い
る
先
生
方

が
、
こ
の
研
究
集
会
で
仲

間
た
ち
と
出
会
い
、
共
に

語
ら
い
、
教
員
や
牧
師
と

し
て
働
く
た
め
の
新
た
な

活
力
を
与
え
ら
れ
る
、
貴

重
な
３
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

�
鈴
木　
泉

〈
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
高

等
学
校
聖
書
科
、
全
国
聖
書

科
研
究
集
会
実
行
委
員
〉

　
今
年
も
関
東
地
区
新
任

教
師
研
修
会
を
静
岡
県
御

殿
場
市
に
あ
る
「
国
際
青

少
年
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

東
山
荘
」
で
、
７
月
31
日

か
ら
２
泊
３
日
で
行
い
ま

し
た
。こ
の
研
修
会
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
初
め

て
奉
職
す
る
先
生
方
か
ら

発
せ
ら
れ
る
「
キ
リ
ス
ト

教
の
学
校
で
何
を
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
。」

と
い
っ
た
悩
み
な
ど
を
共

有
し
、
ま
た
そ
う
し
た
問

い
に
対
し
て
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
の
答
え
の
手

が
か
り
に
触
れ
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
開
会
礼
拝
後
に

は
、
最
初
の
活
動
と
し
て

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
行

い
、小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
あ
わ
せ
て
23
校
の

学
校
か
ら
49
名
の
先
生
方

が
、
お
互
い
の
こ
と
を
理

解
し
よ
う
と
活
発
に
交
流

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
西
南
女
学
院
の
学
院

宗
教
主
任
・
村
瀬
泉
先
生

よ
り
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
教
師
と
し
て
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
」
自

体
や
そ
こ
で
働
く
教
員
の

基
本
姿
勢
、
そ
し
て
現
在

の
社
会
状
況
を
見
据
え
な

が
ら
、
そ
の
変
化
に
伴
い

親
や
子
の
価
値
観
も
変
化

し
て
い
く
中
で
、
ど
の
よ

う
に「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
」

を
考
え
て
い
く
か
な
ど
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。夕
食
時
に
は
、研
修

会
恒
例
の
学
校
紹
介
が
各

校
約
３
分
間
で
行
わ
れ
、

初
日
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し

た
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
飛
び
出
し
、
２

日
目
以
降
の
担
当
校
が
新

た
な
悩
み
を
共
有
す
る
展

開
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
身
近
な
先

輩
と
し
て
、
吉
田
清
典
先

生
（
立
教
池
袋
中
学
校
・

高
等
学
校
）
と
安
藤
修
平

先
生
（
関
東
学
院
六
浦
小

学
校
）よ
り
、「
私
の
経
験
」

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
橋
邦

一
先
生
（
静
岡
英
和
女
学

院
）
に
よ
る
「
キ
リ

ス
ト
教
Ｑ
＆
Ａ
」
に

関
す
る
話
を
受
け
、

分
団
に
分
か
れ
て
の

情
報
共
有
・
意
見
交

換
の
機
会
を
持
つ
こ

と
を
中
心
に
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
を
迎
え
、

全
体
で
の
振
り
返
り

の
場
で
は
２
学
期
に

向
け
た
前
向
き
な
抱

負
も
語
ら
れ
、
閉
会

礼
拝
に
よ
っ
て
無
事
に
研

修
会
を
終
え
ま
し
た
。
神

様
に
愛
さ
れ
、
自
身
の

「
使
命
」
に
気
付
く
き
っ

か
け
を
持
ち
、
晴
れ
や
か

に
研
修
会
場
を
後
に
す
る

先
生
方
の
表
情
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

�

小
林
晋
一

〈
関
東
学
院
六
浦
中
学
校
・

高
等
学
校
、
新
任
教
師
研
修

会
運
営
委
員
〉

　
今
年
の
中
堅
教
員
リ
ト

リ
ー
ト
研
修
は
、
北
は
北

海
道
、
南
は
熊
本
か
ら
18

名
の
先
生
方
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
も
っ
て
琵
琶

湖
畔
、
同
志
社
び
わ
こ
リ

ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
礼
拝
で
は
、
西
南

女
学
院
の
村
瀬
泉
学
院
宗

教
主
任
が
マ
ル
コ
に
よ
る

福
音
書
１
章
35
〜
39
節
か

ら
、「
こ
の
３
日
間
は
集

ま
っ
た
先
生
方
の
心
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
、
本
来

の
自
分
を
取
り
戻
す
こ

と
」
と
い
う
こ
の
研
修
の

目
的
が
語
ら
れ
研
修
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
静
岡
英
和
女
学
院
の
大

橋
邦
一
先
生
が
２
回
発
題

を
さ
れ
、
発
題
①
で
は
、

「
そ
れ
で
も
、今
」と
題
し

て
旧
約
聖
書
の
コ
ヘ
レ
ト

の
言
葉
か
ら
、
私
た
ち
が

両
手
に
一
杯
欲
望
を
抱
え

る
の
で
は
な
く
片
手
を
空

け
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
一
人
ひ
と
り
の

「
黙
想
の
時
間
」
に
入
り

ま
し
た
。こ
の「
黙
想
の
時

間
」は
、研
修
会
の
中
で
何

度
か
設
定
さ
れ
て
い
て
、

場
所
や
形
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
由
に
任
さ
れ
、
発
題
の

こ
と
や
自
分
の
こ
と
な
ど

自
由
に
振
り
返
る
時
間
で

し
た
。
約
束
事
は
一
つ
だ

け
で
、「
人
と
話
を
し
な

い
自
分
だ
け
の
時
間
を
作

る
」
と
い
う
こ
と
。
参
加

者
に
と
っ
て
、
最
初
は
ど

う
過
ご
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
時
間
で
し
た
が
、

２
度
目
、
３
度
目
と
な
る

に
従
い
、
こ
の
時
間
こ
そ

が
今
ま
で
の
自
分
に
足
り

な
い
も
の
だ
っ
た
と
気
づ

く
大
切
な
時
間
で
し
た
。

　
全
体
会
や
グ
ル
ー
プ
の

話
し
合
い
で
は
心
の
う
め

き
と
も
言
え
る
よ
う
な
発

表
が
あ
り
、
そ
れ
を
全
員

が
共
有
す
る
こ
と
で
、
参

加
者
全
員
の
一
体
感
を
紡

ぐ
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
発
題
②
は
「
共
に
祈

る
、
共
に
生
き
る
」
と
題

し
て
、
参
加
者
に
自
分
を

振
り
返
る
ヒ
ン
ト
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
ル
カ
に
よ

る
福
音
書
の
「
善
い
サ
マ

リ
ヤ
人
」
の
た
と
え
か

ら
、
ご
自
分
が
阪
神
淡
路

大
震
災
の
時
に
経
験
し
た

こ
と
を
例
に
挙
げ
な
が
ら

話
さ
れ
、「
こ
の
人
の
隣

人
だ
っ
た
か
。」で
は
な
く

「
こ
の
人
の
隣
人
に
な
っ

た
か
。」と
い
う
イ
エ
ス
様

の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
朝
夕
４
回
の
礼
拝
を
担

当
さ
れ
た
、
関
東
学
院
六

浦
中
学
校
・
高
等
学
校
の

伊
藤
多
香
子
宗
教
主
任
か

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定

日
は
26
年
４
月
１
日
で
す
。

※
詳
細
は
各
校
Ｈ
Ｐ
又
は

同
盟
Ｈ
Ｐ
公
募
欄
の
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
福
岡
女
学
院
大
学

▼
人
間
関
係
学
部
子
ど
も

発
達
学
科

職
種
＝
理
科
教
育
又
は
算

数
教
育　
教
授
、
准
教

授
又
は
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
15
日

▽
新
島
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
宗
教
科　
専
任
教

諭
又
は
専
任
講
師　
１

名
応
募
締
切
＝
10
月
17
日

▽
恵
泉
女
学
園
中
学
・
高

等
学
校

職
種
＝
高
校
地
歴
科
・
中

学
社
会
科　
嘱
託
教
員　

１
名

応
募
締
切
＝
10
月
14
日

▽
桜
美
林
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
家
庭
科　
非
常
勤

講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

▽
立
教
女
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
数
学
科　
専
任
教

員
又
は
常
勤
講
師　
１

名
応
募
締
切
＝
10
月
30
日

▽
同
志
社
香
里
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
国
語
科　
専
任
教

員　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
14
日

▽
清
教
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科
、
保
健
体

育
科　
常
勤
講
師　
各

若
干
名

応
募
締
切
＝
10
月
27
日

▽
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
学
園

職
種
＝
幼
稚
部
・
小
学
部

・
中
学
部
（
特
別
支
援

学
校
）　
専
任
教
諭（
初

年
度
は
専
任
講
師
）
４

名
応
募
締
切
＝
10
月
22
日

▽
同
志
社
香
里
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
保
健
室　
特
定
業

務
職
員　
１
名

採
用
日
＝
11
月
１
日

応
募
締
切
＝
10
月
14
日

▽
（
学
）
西
南
学
院

職
種
＝
事
務
局
専
任
職
員

（
総
合
職
、
総
合
職
・

シ
ス
テ
ム
開
発
経
験

者
）
各
若
干
名　
※
既

卒
募
集

応
募
締
切
＝
10
月
20
日

７
月
31
日（
木
）～
８
月
２

日（
土
）、
北
海
道
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
（
参
加
者
40
名
）

７
月
３１
日（
木
）～
８
月
２
日

（
土
）、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
に

て
開
催
（
参
加
者
４９
名
）

８
月
４
日（
月
）～
６
日

（
水
）、
同
志
社
び
わ
こ
リ

ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
（
参
加
者
18
名
）

ら
は
、
私
た
ち
が
そ
の
ま

ま
を
曝
け
出
し
て
神
様
の

前
に
立
つ
時
、
神
様
は
優

し
く
私
た
ち
を
包
み
込
ん

で
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と

を
、
ご
自
身
の
経
験
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
時
に
は
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ

れ
、
参
加
者
の
胸
に
深
く

刻
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　
琵
琶
湖
畔
で
の
２
泊
３

日
は
、
リ
ト
リ
ー
ト
研
修

の
目
的
で
あ
る
「
自
分
を

振
り
返
る
こ
と
、
自
分
を

取
り
戻
す
こ
と
」
と
い
う

当
初
の
目
的
を
そ
れ
ぞ
れ

が
達
成
し
た
恵
み
に
満
ち

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

�

児
玉　
純

〈
立
教
女
学
院
小
学
校
校

長
、
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト

実
行
委
員
〉

２
０
２
５
年

２
０
２
５
年  

夏
の
研
修
報
告

夏
の
研
修
報
告

第５８回第５８回

全国聖書科研究集会全国聖書科研究集会
北海道におけるアイヌ民族とキリスト教の関わりを学び
キリスト教学校の課題と可能性を共に考える

関
東
地
区

関
東
地
区

第第
1212
回回

第第
6767
回回  

新
任
教
師
研
修
会

新
任
教
師
研
修
会

中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト

中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト

将
来
に
対
し
て
希
望
を
持
つ
た
め
に

そ
れ
で
も
、今
を
、共
に
祈
り
、共
に
生
き
る

ウポポイ（民族共生象徴空間）を見学小グループでの話し合い

原田公久枝氏に
よる講演

研修中の豊かな食事
も好評です

講演に真剣に聞き入る

５グループに別れて討議
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ト
教
学
校
で
働
く
こ
と
の

意
味
を
求
め
て
―
と
題
し

て
発
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
増
田
先
生
は
、
教
育
同

盟
西
南
地
区
の
各
学
校
と

の
つ
な
が
り
、
各
校
の
創

立
者
や
創
立
精
神
と
の
つ

な
が
り
、
ブ
ド
ウ
の
木
で

あ
る
、
主
イ
エ
ス
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
で
働
く
こ
と
の

意
味
と
し
て
、「
働
く
と

こ
ろ
が
隣
人
愛
の
実
践
の

場
」
と
し
て
そ
こ
に
選
ば

れ
、
召
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
、
使
命
感
を
持

っ
て
働
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
６
つ
の
分
団
に
分

か
れ
て
感
想
を
述
べ
、
悩

み
を
共
有
し
、
各
団
が
有

関西地区関西地区

第67回第67回  夏期研修会夏期研修会
「平和をつくりだす者として」

８
月
７
日（
木
）～
８
日

（
金
）、
北
陸
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校
、
能
登
半
島

に
て
開
催（
参
加
者
40
名
）

８
月
19
日（
火
）～
20
日

（
水
）、
西
南
女
学
院
、
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
小
倉
ニ
ュ
ー
タ
ガ

ワ
に
て
開
催（
参
加
者
52
名
）

８
月
７
日（
木
）～
８
日

（
金
）、
関
西
学
院
大
学
大

阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｋ
．

Ｇ
．
ハ
ブ
ス
ク
エ
ア
大
阪

に
て
開
催（
参
加
者
21
名
）

の
あ
る
方
へ
の
支
援
が
遅

れ
た
現
実
や
、
避
難
所
環

境
・
医
療
支
援
の
課
題
な

ど
、
現
場
に
深
く
関
わ
っ

た
か
ら
こ
そ
見
え
る
具
体

的
事
例
が
語
ら
れ
、
参
加

者
は
「
過
去
の
教
訓
を
未

来
の
命
に
つ
な
げ
る
」
こ

と
の
重
み
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
能
登
（
羽
咋

市
、七
尾
市
、珠
洲
市
、輪

　
今
年
の
全
国
災
害
支
援

連
絡
会
議
に
は
全
国
か
ら

多
く
の
関
係
者
が
集
い
ま

し
た
。
初
日
は
北
陸
学
院

大
学
の
田
中
純
一
先
生
に

よ
る
「
能
登
半
島
地
震
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
と
課

題
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
中
先
生

は
、
震
災
関
連
死
の
多
く

が
発
災
か
ら
１
か
月
以
内

に
集
中
す
る
事
実
を
、
過

去
の
大
震
災
の
事
例
を
交

え
て
紹
介
。
平
時
か
ら
の

備
え
や
初
動
体
制
の
重
要

性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
障
害

　
関
西
学
院
大
学
大
阪
梅

田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
駅
か
ら

徒
歩
数
分
。
猛
暑
の
中
、

快
適
に
研
修
が
行
え
ま
し

た
。
関
西
学
院
の
中
道
基

夫
院
長
、
そ
し
て
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
感
謝
し
ま

す
。

　
戦
後
８０
年
と
い
う
節
目

の
研
修
な
の
で
、
大
阪
女

学
院
大
学
の
奥
本
京
子
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
て

「
平
和
を
つ
く
り
だ
す

者
」
と
し
て
の
学
び
を
行

い
ま
し
た
。
奥
本
先
生
よ

り
コ
ン
フ
リ
ク
ト
（
紛

争
）
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を

実
践
的
・
具
体
的
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
生
は
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｉ

（
東
北
ア
ジ
ア
地
域
平
和

構
築
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
）
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
組

織
運
営
さ
れ
、
実
際
に
ア

ジ
ア
地
域
の
若
者
と
交
流

し
、
平
和
構
築
の
た
め
の

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
争
と
分
断
の
時
代

に
、
今
わ
た
し
た
ち
が
な

す
べ
き
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
平
和
構
築
の
た

め
に
根
気
強
く
忍
耐
し
な

が
ら
対
話
を
続
け
て
い

く
。
違
う
価
値
観
や
文
化

を
も
っ
た
人
々
と
「
仲
良

く
ケ
ン
カ
」
し
な
が
ら
、

お
互
い
に
理
解
を
深
め
、

お
互
い
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
、
平
和
の
道
へ
歩
む
こ

と
は
で
き
な
い
と
痛
感
し

ま
し
た
。
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
教
材
「
オ
レ
ン
ジ

の
木
の
下
で　
消
極
的
平

和
・
積
極
的
平
和
」（
ビ

ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
聖
書

科
、
社
会
科
、
国
語
科
な

ど
の
授
業
で
用
い
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
！

　
奥
本
先
生
の
講
話
を
聴

き
な
が
ら
、
私
は
西
南
学

院
中
学
校
時
代
に
洗
礼
を

受
け
た
中
村
哲
さ
ん
の
こ

と
を
思
い
巡
ら
せ
て
い
ま

し
た
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ

キ
ス
タ
ン
（
ム
ス
リ
ム
の

国
）
で
医
療
活
動
を
行

い
、井
戸
を
掘
り
、飲
み
水

を
確
保
し
、
用
水
路
を
つ

く
り
、
農
業
を
再
生
さ
せ

た
活
動
こ
そ
が
平
和
を
つ

く
り
だ
す
働
き
で
あ
り
ま

し
た
。こ
れ
こ
そ
、日
本
人

が
で
き
る
最
善
の
国
際
貢

献
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

武
器
で
は
問
題
は
解
決
し

な
い
と
い
う
一
貫
し
た
姿

勢
は
、
ま
さ
に
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
姿
と
重
な
り

ま
す
。
中
村
さ
ん
は
コ
ン

フ
リ
ク
ト
解
決
の
モ
デ
ル

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
奥
本
先
生
の
実
践
的
な

活
動
を
私
た
ち
の
生
活
の

場
（
家
庭
、
学
校
、
地
域

社
会
）
で
取
り
入
れ
、
平

和
な
社
会
（
世
界
）
に
向

け
て
歩
み
た
い
と
誓
い
を

新
た
に
し
た
研
修
で
し

た
。

�

大
薮
博
康

〈
名
古
屋
中
学
校
・
高
等
学

校
宗
教
部
長
、
夏
期
研
修
会

実
行
委
員
〉

島
市
）
の
被
災
地
を
視
察

し
ま
し
た
。
主
要
道
路
は

隆
起
や
沈
下
に
よ
る
段
差

や
亀
裂
が
残
り
、
片
側
交

互
通
行
の
箇
所
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
住
宅
は
倒

壊・半
壊
が
多
く
、更
地
や

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ

た
屋
根
が
点
在
。
仮
設
住

宅
が
整
然
と
並
ぶ
一
方
、

周
囲
に
は
瓦
礫
や
土
砂
が

残
る
場
所
も
あ
り
、
復
旧

の
途
上
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
学
生
を
中

心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
活

動
し
て
お
り
、
土
砂
撤
去

な
ど
日
々
作
業
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
生
活
再
建
に

は
な
お
長
期
的
支
援
が
必

要
で
す
。
輪
島
の
朝
市
で

は
、
復
興
計
画
を
巡
る
地

域
内
の
意
見
対
立
も
あ
る

こ
と
聞
き
、
物
理
的
復
旧

以
上
に
合
意
形
成
の
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
能
登
鉄
道
の
語

り
部
か
ら
、
被
災
と
同
時

に
乗
客
の
安
全
確
保
に
尽

力
し
た
体
験
を
聞
き
、
非

常
時
の
職
務
遂
行
の
責
任

を
我
が
こ
と
と
し
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
直
後
か
ら
「
日
常
」

へ
移
行
す
る
過
程
の
複
雑

さ
や
、「
被
災
後
を
生
き

る
」
長
い
時
間
軸
を
学
ん

だ
と
い
う
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
は
、
災
害

支
援
が
初
期
対
応
に
と
ど

ま
ら
ず
、
被
災
者
の
生
活

や
地
域
の
未
来
像
を
共
に

考
え
る
営
み
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
学
校
で
の
防
災

意
識
を
高
め
た
い
」「
生

徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

心
理
的
距
離
を
縮
め
た

い
」
と
の
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
不
安
定
な
天

候
の
中
、
開
催
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
現
地
の
方
々

と
準
備
を
重
ね
た
委
員
の

先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
能
登
で
見
聞

き
し
た
現
実
を
胸
に
、
私

た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
か

ら
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

髙
田
恵
嗣

〈
北
陸
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
聖
書
科
、
全
国
災
害
支

援
連
絡
会
議
実
行
委
員
〉

　
初
日
は
、
西
南
女
学
院

村
瀬
泉
宗
教
主
任
の
開
会

礼
拝
の
後
、
折
尾
愛
真
学

園
の
増
田
賜
副
理
事
長
よ

り
、「
つ
な
が
る
・
ま
じ
わ

る・よ
く
な
る
」―
キ
リ
ス

意
義
な
懇
談
を
し
ま
し

た
。
同
時
開
催
し
た
事
務

長
会
に
は
11
法
人
13
名
が

参
加
、
各
法
人
が
提
出
し

た
承
合
事
項
を
基
に
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
各
法
人

か
ら
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

学
校
紹
介
を
通
じ
て
交
流

が
深
ま
り
、
楽
し
い
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
折
尾
愛
真

学
園
の
廣
川
和
行
宗
教
主

事
に
よ
る
朝
礼
拝
の
後
、

各
分
団
で
討
議
の
ま
と
め

を
し
ま
し
た
。
続
く
全
体

会
議
で
は
分
団
代
表
者
か

ら
「
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え

方
が
根
底
に
あ
る
こ
と
で

心
の
安
定
を
促
し
、
取
り

巻
く
風
土
、
環
境
の
向
上

に
つ
な
が
る
」
等
の
多
様

な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
梅
光
学
院
大
学
の
李
泳

善
宗
教
主
任
に
よ
る
閉
会

礼
拝
を
も
っ
て
閉
会
し
ま

し
た
。

�

酒
井　
崇

〈
西
南
女
学
院
総
務
・
人
事

給
与
課
長
〉

長田 吉史

　『種を蒔く人のたとえを聞きなさい』　『種を蒔く人のたとえを聞きなさい』
� （マタイによる福音書13章18節）� （マタイによる福音書13章18節）

　天台宗の尼僧であり、小説家であった瀬戸　天台宗の尼僧であり、小説家であった瀬戸
内寂聴さんは「人間は一面だけではありませ内寂聴さんは「人間は一面だけではありませ
ん。色んな面を持っています」と言われていん。色んな面を持っています」と言われてい
ます。そのように、私たちには色んな側面がます。そのように、私たちには色んな側面が
あります。その中には、人からマイナスに見あります。その中には、人からマイナスに見
られてしまう部分、プラスに見られる部分がられてしまう部分、プラスに見られる部分が
あります。でも神様はそういう私たちの丸ごあります。でも神様はそういう私たちの丸ご
とを高価だと、貴重だと思って、愛してくだとを高価だと、貴重だと思って、愛してくだ
さっています。さっています。
　「種を蒔く人」のたとえでは、種を蒔く人　「種を蒔く人」のたとえでは、種を蒔く人
が蒔いた種が「道端」「石だらけで土の少なが蒔いた種が「道端」「石だらけで土の少な
い所」「茨の上」「良い土地」に落ちて、そのい所」「茨の上」「良い土地」に落ちて、その
結果を伝えています。その結果を、『「種を蒔結果を伝えています。その結果を、『「種を蒔
く人」のたとえの説明』では、最初の3つのく人」のたとえの説明』では、最初の3つの
場所に種が蒔かれたような人の姿を、悪い者場所に種が蒔かれたような人の姿を、悪い者
から心の中に蒔かれた福音を奪い取られるから心の中に蒔かれた福音を奪い取られる
人、関心はあっても、福音のために困難があ人、関心はあっても、福音のために困難があ
ると躓いてしまう人、この世の富への誘惑にると躓いてしまう人、この世の富への誘惑に
心が塞がれてしまう人として、最後の「良い心が塞がれてしまう人として、最後の「良い

土地」に種が蒔かれた人の姿を、福音を聞い土地」に種が蒔かれた人の姿を、福音を聞い
て「悟る」人としています。て「悟る」人としています。
　しかし私たちの内側には、その4つの場所　しかし私たちの内側には、その4つの場所
すべてがあると言えそうです。私たちには色すべてがあると言えそうです。私たちには色
んな側面があります。イエスは、そのすべてんな側面があります。イエスは、そのすべて
に福音の種を蒔き続けてくださっています。に福音の種を蒔き続けてくださっています。
まさにイエス時代のパレスチナ地方での種蒔まさにイエス時代のパレスチナ地方での種蒔
き方法が、まず種を蒔いてから畑を耕すといき方法が、まず種を蒔いてから畑を耕すとい
う方法であったように、です。一見無駄になう方法であったように、です。一見無駄にな
ってしまったように見えたり、全然役に立たってしまったように見えたり、全然役に立た
なかったように感じられたりしても、イエスなかったように感じられたりしても、イエス
は神様がどれほど私たちを愛してくださっては神様がどれほど私たちを愛してくださって
いるかという福音の種がきっと実を結ぶと信いるかという福音の種がきっと実を結ぶと信
じて、蒔き続けてくださっています。じて、蒔き続けてくださっています。
　秋の実りを迎えるにあたり、私たちはキリ　秋の実りを迎えるにあたり、私たちはキリ
ストのその思いを改めて感じ、神様と私たストのその思いを改めて感じ、神様と私た
ち、私たちと私たちをつなぐ力であり、愛でち、私たちと私たちをつなぐ力であり、愛で
ある聖霊の導きによって、私たちが遣わされある聖霊の導きによって、私たちが遣わされ
ている場のあらゆる交わりをより一層大切にている場のあらゆる交わりをより一層大切に
したいものであります。したいものであります。
�� 〈神戸松蔭大学　チャプレン〉〈神戸松蔭大学　チャプレン〉

聖書のことば

田
中
純
一
氏
に
よ
る
講
演　

能
登
の
「
今
」
を
目
に
す
る

第第
1010
回回

全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

能
登
半
島
地
震
、能
登
半
島
豪
雨
の

被
災
地・被
災
者・支
援
者
か
ら
学
ぶ

西
南
地
区

西
南
地
区

第第
6363
回回  

事
務
職
員
研
修
会

事
務
職
員
研
修
会

第第
6262
回回  

事
務
長
会

事
務
長
会

奥本京子氏

２日目の朝礼拝　平安女学院
大学・中尾貢三子チャプレン

グループ・セッション　



（4）（月刊）（第三種郵便物認可） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （７８７号）2025年１０月15日（水）

に
結
核
の
保
養
所
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

で
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ら
有
料
ケ
ア
ホ

ー
ム
ま
で
11
の
施
設
を

有
す
る
、
総
合
的
な
高

齢
者
福
祉
施
設
で
す
。

聖
公
会
の
キ
リ
ス
ト
教

精
神
に
支
え
ら
れ
た
施

設
で
、
入
居
者
の
方
々

に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
な
た
が
去
る
こ
と

を
希
望
さ
れ
な
い
か
ぎ
り 

最
後
ま
で
お
世
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
の

「
誓
い
の
言
葉
」
の
も

と
、
職
員
の
方
々
の
入
居

者
の
方
々
へ
の
丁
寧
で
献

身
的
な
お
世
話
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
参
加

者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

宿
泊
施
設
で
あ
る
心
泉
の

家
に
宿
泊
し
、
日
中
は
７

つ
の
施
設
に
わ
か
れ
て
ワ

ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
施

設
に
よ
っ
て
入
居
者
の
方

の
様
子
も
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
す
。
毎
日
ワ
ー
ク

終
了
後
の
夜
、
集
ま
っ
て

振
り
返
り
の
時
を
持
ち
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
時

に
直
面
し
た
悩
み
を
相
談

し
あ
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
が
始
ま
っ
た
時
は

初
対
面
の
相
手
も
多
く
ぎ

こ
ち
な
さ
も
見
え
た
の
で

す
が
、
ワ
ー
ク
と
分
か
ち

合
い
を
重
ね
て
い
く
度
に

お
互
い
に
う
ち
と
け
て
い

き
ま
し
た
。

　
夜
の
分
か
ち
合
い
に
は

お
忙
し
い
中
、
毎
回
職
員

で
、
喜
び
と
感
謝
と
自
由

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
自

分
を
語
り
た
い
時
に
語

り
、
何
か
を
習
得
す
る
こ

と
と
は
違
う
自
分
の
眠
っ

て
い
た
感
性
を
呼
び
起
こ

す
よ
う
な
体
験
で
し

た
。」「
発
題
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
エ
リ
ヤ
と
エ

レ
ミ
ア
の
聖
書
箇
所
か

ら
我
々
の
陥
り
や
す
い

問
題
に
ふ
れ
、
自
身
を

振
り
返
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。」「
日

頃
、
職
場
で
は
経
験
出

来
な
い
よ
う
な
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
お
互
い
の
理

解
が
深
ま
る
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。」「
印
象

深
い
言
葉
の
数
々
と
の
出

会
い
、
参
加
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
と
語
り
合
い
、

こ
こ
で
過
ご
し
た
豊
か
な

時
間
の
お
か
げ
で
、
心
に

隙
間
を
持
つ
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。」「
傾
聴
に
支

え
ら
れ
、
自
分
の
視
野
を

広
げ
次
に
進
む
扉
を
開
け

る
勇
気
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。」

　
最
後
に
、
お
互
い
の
学

校
の
理
念
や
特
徴
を
分
か

ち
合
い
、
自
身
が
置
か
れ

て
い
る
立
場
や
取
り
組
む

課
題
に
も
目
を
留
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
に
遣
わ
さ
れ

た
者
た
ち
が
、
リ
フ
レ
ッ

８
月
18
日（
月
）～
20
日

（
水
）、
奈
良
県
洞ど

う

川が
わ

温

泉
あ
た
ら
し
や
旅
館
に

て
開
催（
参
加
者
11
名
）

８
月
13
日（
水
）～
16
日

（
土
）、
高
崎
市
・
社
会

福
祉
法
人
新
生
会
に
て

開
催（
参
加
者 

高
校
生

14
名
、
引
率
教
員
６
名
）

（
訂
正
）

　
本
紙
９
月
号
３
面
〈
加

盟
校　
教
員
・
職
員
数
〉

一
覧
表
の
職
員
欄
上
部
に

あ
る
「
専
任
職
員
数
」

「
非
常
勤
」
の
表
記
は
正

し
く
は
「
職
員
数
」「
専

任
以
外
」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
木
々
が
色
づ
き
、
金
木

犀
の
香
り
に
秋
の
深
ま
り

を
覚
え
る
頃
と
な
り
ま
し

た
。　

　
豊
か
な
夏
期
研
修
会
の

特
集
記
事
を
、
今
月
と
来

月
は
全
頁
カ
ラ
ー
版
で
お

届
け
し
ま
す
。
費
用
的
な

こ
と
も
あ
り
ト
ラ
イ
ア
ル

で
の
対
応
で
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
秋
の
諸
行
事
が
、

実
り
多
い
時
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。
季
節
の
変
わ
り

目
を
迎
え
ま
し
た
、
お
身

体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

事
務
局
長

　
「
夕
立
の
雨
音
に
耳
を

澄
ま
せ
、
奈
良
県
洞
川
の

地
で
与
え
ら
れ
て
い
る
特

別
な
時
間
に
身
を
委
ね
て

み
よ
う
。」
川
の
せ
せ
ら

ぎ
や
鳥
の
囀
り
に
耳
を
傾

け
、
心
地
良
い
風
を
感
じ

る
環
境
は
体
と
心
に
優
し

い
２
泊
３
日
で
あ
り
、
参

加
者
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
へ

と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
穏
や
か
に
参
加
者
と
出

会
い
、
食
事
を
共
に
し
、

語
り
合
う
こ
と
で
心
が
安

ら
い
で
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
温
泉
に
入
り
、
熟

睡
し
、
質
の
良
い
体
の
休

息
も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
は

ひ
と
り
静
ま
る
自
由
な
時

間
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
静
ま
る
目

的
が
「
立
ち
止
ま
る
」
こ

と
で
あ
り
、
立
ち
止
ま
る

き
っ
か
け
が
備
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
①
礼
拝
の
賛
美

と
み
こ
と
ば
に
触
れ
、
神

様
と
自
分
の
関
係
を
黙
想

す
る
こ
と
。
②
発
題
か
ら

自
分
を
振
り
返
り
静
ま
り

の
時
を
過
ご
す
こ
と
。
③

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
場
が
作

り
だ
す
雰
囲
気
を
大
切
に

し
て
、
必
要
な
助
言
と
示

唆
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
導
い
て
く
れ

た
、
発
題
講
師
の
水
口
洋

先
生
（
学
校
法
人
日
本
聾

話
学
校
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
学

園
理
事
長
）、
チ
ュ
ー
タ

ー
の
二
宮
一
美
先
生
（
く

る
み
心
理
オ
フ
ィ
ス
代

表
、
元
関
西
学
院
高
中
等

部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
よ

り
、
自
分
の
必
要
を
み
つ

め
な
お
す
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
か
ら
合

宿
を
垣
間
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。「
合
宿

シ
ュ
を
生
か
し
、
生
徒
の

育
ち
を
支
え
、
良
さ
が
引

き
出
さ
れ
る
た
め
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。�

久
能
木
共
子

〈
玉
川
聖
学
院
教
諭
、
教
育

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
〉

　
２
０
１
９
年
に
第
14
回

を
実
施
し
て
以
来
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に

伴
い
実
施
を
見
合
わ
せ
て

き
ま
し
た
の
で
、
実
に
５

年
ぶ
り
に
今
回
、
第
15
回

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
在
校
す
る

高
校
生
の
中
に
こ
の
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
者
が

い
な
い
中
、
参
加
者
が
集

ま
る
の
か
不
安
で
し
た
が

明
治
学
院
東
村
山
高
等
学

校
、
女
子
聖
学
院
高
等
学

校
、
横
浜
共
立
学
園
高
等

学
校
、
新
島
学
園
高
等
学

校
の
４
校
か
ら
14
名
の
参

加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
新
生
会
は
１
９
３
８
年

の
方
が
立
ち
会
っ
て
く
だ

さ
り
、
高
校
生
の
悩
み
や

疑
問
に
応
答
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
ワ
ー
ク
自
体
と

て
も
貴
重
な
体
験
で
す
が

職
員
の
方
を
交
え
て
の
分

か
ち
合
い
が
こ
の
キ
ャ
ン

プ
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。

　
日
に
日
に
成
長
し
て
い

く
生
徒
た
ち
の
姿
は
頼
も

し
く
見
え
ま
し
た
。
青
年

た
ち
の
成
長
の
た
め
に
貴

重
な
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の

機
会
と
心
の
こ
も
っ
た
導

き
を
与
え
て
く
だ
さ
る
新

生
会
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年

度
も
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
参
加
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

�

小
栗
仁
志

〈
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
、
榛
名
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
実
行
委
員
長
〉

　ある映画の中に「ねえお母さん、神さまはいつも共
にいるって言っているのに、どうして教会に行くの
？」、「ママが行きたいから行くのよ」というセリフが
あります。その通りだと思います。ここでの「教会」
は礼拝をする場所としての「礼拝堂」のことを指して
いますが、神は、教会、つまり礼拝堂に住んでいるの
でも礼拝堂でしか会えないのでもありません。「礼拝
堂」は私たち、人が共に集まって礼拝したいと願って
建てました。だから、キリスト教は「聖地」（聖なる
ものとして特別に区切った場所）を持ちません。むし
ろ、時を区切ります。日常の中に聖なる時間、礼拝の
時間を持ちます。だから、日曜日の礼拝に限らず、キ
リスト教主義学校の礼拝の場所がチャペルでも講堂で
もHRでも定められた時であれば、それは場所を問わ
ず礼拝です。
　では「教会」とは何か。「礼拝堂」を意味するだけ
ではありません。第一には「礼拝者の集い」を指しま
す。教会はギリシア語ではエクレシアと発音しますが
原意は「呼び集められた者たち」です。この言葉に
は、もともと宗教的な意味は無く、会議などのために

集められた人たちを指すこともありました（使徒言行
録19章39節）。なので、エクレシアはクリスチャンに
限ったことではないのです。学校で礼拝をするために
児童・生徒・学生、職員、教員が集まったとき、そこ
に教会があります。第二に教会とは「信じる」対象で
もあります。キリスト教の「使徒信条」には「聖なる
公同の教会」を信ずという項目があるからです。では
教会・エクレシアを信じるとはどういうことか。その
一つは、自分たちは自ら集まってきたのではなく、何
か目的を持って「呼び集められた者たち」＝「エクレ
シア」だと信じることだと私は思います。
　入学式の朝、ヨハネによる福音書の「あなたがたが
わたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選
んだ」（15章16節）という言葉を聞く学校は少なくな
いと思います。嬉しそうな顔をする生徒もいますし自
分の努力で入学したとだけ考える生徒は驚いた顔をし
ます。しかし、この言葉は教師、職員にも響いている
言葉です。もしも同僚を自分が集めたのであれば、気
が合わない人はいないでしょう。けれども、実際はき
っと居るはずです。誰かが別の目的のために一人ひと
りを集めたのであれば当然です。これは自分自身に対
しても言えます。何かのことで悩んだり、前はできて
いたことが出来なくなると自信をなくしますし自分は
居なくても良いのでは、と思います。けれども、まだ
自分も知らないここに集められた目的があるとしたら
どうでしょう。何かの決断をするには早いかもしれま
せん。私も「ああ、このために、ここに来たのか」と
後に思うことがあります。礼拝の時間は自分がエクレ
シア・教会であることを信じて「主よ、どうして私を
ここに？」と思い巡らす時間でもあります。

「教会」と「礼拝堂」
キリスト教

＆QAキリスト教の理解を深めるために

女子学院中学校・
高等学校　聖書科 石丸泰信

◆ 参加した生徒の感想文から ◆
　

実
際
に
参
加
し
て
み
て
多
く
の
学
び
や
気

づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う

場
所
に
対
し
て
は
「
黙
然
と
し
た
」
イ
メ
ー

ジ
し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
訪

れ
た
老
人
ホ
ー
ム
は
、
私
の
想
像
し
て
い
た

も
の
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。
入
居

者
の
方
々
が
職
員
さ
ん
と
一
緒
に
体
操
を
し

て
い
る
姿
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
思
わ
ず

私
ま
で
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

二宮一美氏 水口　洋氏

第
５
回

第
５
回

教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

立
ち
止
ま
っ
て
み
つ
め
な
お
そ
う

第15回第15回 関東地区中高生会主催

榛名ワークキャンプ榛名ワークキャンプ
久しぶりの開催！

自然豊かな洞川の流れ
互いの声に耳を傾ける


